












実験動物として用いるネコの脳幹内には、主として歩行運動の発動機能を司る視床下核歩

行誘発野 subthalamic locomotor region,SLR と、歩行運動中の四肢間協調を司る中脳歩行

誘発野 mesencephalic locomotor region,MLR の 2 歩行中枢が同定されている。神経解剖学

的にみて前者の歩行中枢は視床下核 nucleus subthalamicus に、後者の歩行中枢は楔状核

nucleus cuneiformis に相当する。それぞれの神経核に微小電極を刺入しその部に矩形波

微小刺激を加えると、ネコは流れベルト moving treadmill 上や床上を刺激が加えられてい

る間歩き続ける。除脳ネコの中脳歩行中枢刺激で誘発される四足歩行運動歩容は、刺激の

強さや流れベルトの速度に依存して様々な形に変化するから“制御歩行 controlled 

locomo-tion と、また除脳ネコは歩行標本 locomotor preparation とも呼ばれる。 


